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国際教養大初年度入試

国際系大学創設準備委員会の入試尊門部会（中嶋預雄部会長・八人）

の
第
」一
回
会
合
が
二

十
日、

東
京
・
一
半
河
町
の
都
道
府
県
会
館
で
聞
か
れ、

国
際

教
養
ト八
の
初
年
度
入
試
に
つ
い
て
協
議
し
た。

T
O
E
F
L
な
ど
外
部
の
英
語
試

験
で
高
得
点
を
取
得
前
み
の
受
験
者
に
対
し
て
は
、

一

般
入
試

合
削
・

後
期）

の

英
語
の
成
績
に
か
か
わ
ら
ず、

英
語
を
満
点
（
二
打
点）

と
す
る
こ
と
を
大
筋
で
決

め
た。

創
設
準
備
委
が
専
門
部
会

こ
の
優
遇
措
置
は
「
（
英

語
教
育
に
力
点
を
置
く）

大

学
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な

る
」

（
中
嶋
氏）

な
ど
の
考

え
に
よ
る。

対
象
と
な
る
試

験
は
T
O
E
F
L
（
五
計
三

十
点
以
上）
、

T
O
E
I
C

（
B
レ
ベ
ル
以
上）
、

英
語

検
定
（
準
一

級
以
上）
、

ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
英
語
検
定
（
F

C
E
以
上）

の
四
つ
。

こ
う
し
た
外
部
試
験
で
一

定
の
レ
ベ
ル
を
ク
リ
ア
し
た

場
合
に
英
語
試
験
を
免
除
す

る
案
も
出
た
が、

「
英
語
の

初
年
度
入
試
問
題
は、

大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で
過

去
に
出
題
さ
れ
た
問
題
が

中
心
と
な
る
予
定。

問
題
の一

を
比
較
す
る
こ
と
も
で
き

性
格
が
異
な
る
セ
ン
タ
ー
試一
る
」

な
ど
の
声
が
出
て
、

試

験
と
外
部
試
験
の
難
易
度一

験
の
免
除
は
行
わ
な
い
こ
と

に
し
た。

ほ
か
に
一

般
入
試
後
期
の

配点は英語二百点、
小論

文
（
日
本
一泊）

同
点、
と
し、

惟
鰐
入
試
の
凶
践
は
英
語
と

日
本
語
で
行
う
方
針
を
決
め

た。

推
薦
入
試
の
期
日
に
関

し
て
は
委
員
か
ら
「
（
事
務

局
案
の）

来
年
一

月
十
二
日

で
は
他
の
大
学
に
比
べ
て
遅

す
ぎ
る
」

と
懸
念
の
声
が
上

が
り、

再
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ

た。

国際教養大初年度入試　外部英語試験の高得点者を優遇


